
学校教育目標：旭を愛し、やさしく・かしこく・たくましく生きる児童の育成
～ みんなにとって、居心地のよい学校、笑顔あふれる学校、自慢したくなる学校にしよう！ ～

旭 小 学 校 だ よ り
令和５年１０月５日

文責 校長 木 村 嘉 身
℡ ０９４２８３２８０６

https://www.education.saga.jp/hp/asahi-tosu-e/

９月６日（水）５時間目、「全校で一つになって思 ９月１５日（金）の朝、運営委員会の子ども達は、
い出に残るような（運動会の）スローガンを作ろう」 サガン鳥栖元選手の高橋義希さん（鳥栖市特命応援団
という議題で、代表委員会を行いました。提案理由は、 長）とサガン鳥栖マスコットのウィントス君と児童玄
「１年生から６年生まで声をかけ合い、思い出に残る 関付近で、挨拶運動を行いました。運営委員会の子ど
運動会にしたいから」ということでした。 も達は、「一人一人をかがやかせ 笑顔あふれる旭小」
各学級で話し合って決めたスローガンを提示した上 と書かれた大型メッセージや「え

で、どのスローガンが提案理由に合っているか、４年 がおであいさつ」と記したのぼ
生以上の各学級の代表、各委員会の代表の子ども達に り旗を手に持ち、登校してくる
よって、真剣に話し合われました。その結果、６年４ 子ども達に元気に挨拶をするこ
組のスローガン「４ とができました。
つの団が競い合い 登校してきた子ども達は、い
仲間を信じて 勝利 つも以上に笑顔で元気な挨拶を
の道へ」に決定しま することができていました。関
した。 係者の皆様、子ども達と挨拶運
子ども達は、この 動をしていただきありがとうご

スローガンの基、協 ざいました。
力して、心に残る運
動会にしてくれるこ
とと期待しています。

代表委員会の様子

９月７日（木）５時間目、３年生の子ども達を対象
に、国土交通省九州地方整備局の５名の方を講師とし
てお迎えし、身近にある筑後川について話をしていた 挨 拶 運 動 の 様 子
だきました。
筑後川の特徴や筑後川に住む生き物、筑後川の水の

使われ方と水質、筑後川の洪水などについて、スライ
ドや複数の資料、川に住む魚の写真が掲載された下敷 １０月２日（月）の朝の時間、運動場や児童玄関付
きなどを活用しながら、分かりやすく話していただき 近において、赤・黄・青・緑の４つのブロック（団）
ました。 に分かれ運動会に向けての『結団式』が行われました。
その後、子ども達からたくさんの質問があり、川の それぞれのブロックでは、応援団長や副団長を含め

自然環境について、関心の高さを感じました。 た応援団の自己紹介等を行った後、担当する先生の紹
最後に、講師の方から子ども達に向けて、「川は大 介がありました。その後、応援団長から、運動会に向

切な宝です。川は、みんなのものだから大切にしまし けての熱いメッセージが語られていました。
ょう」、「家族一緒に、ハザードマップを見ながら自 応援練習については、室内で全員を集めて教える場
分の家の位置や避難場所などについて確認しておきま 所がないため、６年生全員と５年生の応援団の子ども
しょう」とメッセージをいただきました。 達が分かれて他の学年の同じ色の学級に出向き、応援
さらに、筑後川について関心がある皆さんは、「筑 のときの歌やかけ声、振り付けなどを熱心に教えてい

後川河川事務所」のホームページに「キッズコーナー ます。
～発見、探検、ち 休み時間など、６年生の教室に行くと、どのブロッ

くご川～」がありま クも優勝に向けて、応援合戦の準備や練習を協力して
すので、活用してく 頑張っています。
ださいと紹介してい
ただきました。

出前講座の様子 結団式の様子 教室での応援練習の様子

チームワーク

ネ ッ トワーク

出前講座～筑後川の自然環境～【３年】

第２回 代表委員会

フ ッ トワーク

運営委員会＆サガン鳥栖による挨拶運動

いよいよ 運動会練習開始！


